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会　　計 予算額 歳　　入 歳　　出
調定額 執行率 支出負担行為額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 28億4,957万3千円 17億8,047万1千円 62.5％ 14億348万5千円 49.3％
後 期 高 齢 者 医 療 2億6,494万2千円 1億924万円 41.2％ 9,414万5千円 35.5％
介 護 保 険 事 業 22億7,922万円 12億3,351万8千円 54.1％ 7億8,709万7千円 34.5％
介 護 サ ー ビ ス 事 業 859万円 557万7千円 64.9％ 406万9千円 47.4％
東海駅西土地区画整理事業 1億854万2千円 1億853万6千円 100.0％ 1,680万1千円 15.5％
東海駅東土地区画整理事業 9,821万4千円 4,581万4千円 46.6％ 2,516万5千円 25.6％
東 海 駅 西 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 1億9,356万1千円 1億918万8千円 56.4％ 3,996万6千円 20.6％
東海中央土地区画整理事業 10億5,646万4千円 8億1,998万6千円 77.6％ 2億3,599万3千円 22.3％
東 海 村 公 共 下 水 道 事 業 26億1,029万9千円 7億7,461万9千円 29.7％ 11億6,146万8千円 44.5％

合　　計 94億6,940万5千円 49億8,694万9千円 52.7％ 37億6,818万9千円 39.8％

科　目 予算額 調定額 執行率
村 税 113億1,947万2千円 121億1,149万7千円 107.0％
地 方 譲 与 税 1億5,096万7千円 4,573万5千円 30.3％
地方消費税交付金 3億5,668万7千円 1億9,547万円 54.8％
分担金・負担金 1億6,079万6千円 8,032万円 50.0％
使用料・手数料 1億6,992万3千円 1億1,230万5千円 66.1％
国 庫 支 出 金 26億1,464万9千円 5億5,958万4千円 21.4％
県 支 出 金 7億2,599万5千円 4,686万7千円 6.5％
繰 入 金 33億8,777万1千円 2,363万2千円 0.7％
繰 越 金 1億7,693万6千円 1億7,693万6千円 100.0％
村 債 3億3,920万円 0円 0.0％
そ の 他 ※１ 3億6,122万3千円 2億5,815万9千円 71.5％
合　　計 197億6,361万9千円 136億1,050万5千円 68.9％

《歳入》
科　目 予算額 支出負担行為額 執行率

議 会 費 2億4,049万1千円 1億2,966万6千円 53.9％
総 務 費 26億3,472万8千円 15億320万4千円 57.1％
民 生 費 46億1,961万8千円 22億5,125万9千円 48.7％
衛 生 費 21億6,276万3千円 10億5,109万6千円 48.6％
農林水産業費 4億1,526万9千円 1億4,934万2千円 36.0％
商 工 費 1億4,961万6千円 1億777万9千円 72.0％
土 木 費 28億2,008万5千円 14億4,646万1千円 51.3％
消 防 費 6億1,747万9千円 2億5,356万7千円 41.1％
教 育 費 40億4,427万5千円 22億2,510万3千円 55.0％
災害復旧費 12億2,902万4千円 6億9,365万円 56.4％
公 債 費 7億3,868万5千円 3億6,939万7千円 50.0％
そ の 他 ※２ 9,158万6千円 380万円 4.1％
合　　計 197億6,361万9千円 101億8,432万4千円 51.5％

《歳出》

執行率：歳入68.9％（対前年度比7.4ポイント減）　歳出51.5％（対前年度比2.4ポイント増）
　◆歳入…村税は予算額113億1,947万2千円に対し、調定額121億1,149万7千円と、すでに予算を上
回る収入が見込まれています。その一方で、国庫支出金や県支出金の交付や村債の借り入れは年度
の後半に行われることが多いため、執行率は低い状況にあります。

　◆歳出…照沼小学校や東海中学校の建設事業がスタートしたため、昨年度に比べて執行率が上がっ
ています。なお、東日本大震災により被災した公共施設等の復旧を行うため、昨年度に比べて災害
復旧費は大幅に増加しています。

一般会計

財政状況
平成23年度

予算執行状況
　村民税や固定資産税等、皆さんが納めたお金を財源として、福祉や環境衛生、教育、
道路建設等の事業を行う中心的な会計

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分して経理するための会計

　村では、皆さんの納めた税金等がどのように使われている
かを知っていただくため、年２回、財政状況をお知らせして
います。今回は、平成23年９月30日時点の予算執行状況と
村債･基金･公有財産の状況を公表します。

特別会計

《用語解説》
◆調定額…年度内に収入するものとして決定したお金　◆支出負担行為額…年度内に支出するものとして決定したお金
◆執行率…予算額に占める収入（支出）決定額の割合

※１…利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、
交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入の合計額です。

※２…諸支出金、予備費の合計額です。
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借入先 残　高

普
通
会
計

財 務 省 50億3,325万6千円

（株）かんぽ生命保険 12億9,756万6千円

（株）ゆ う ち ょ 銀 行 1,837万7千円

地方公共団体金融機構 2億7,539万9千円

銀 行 等 3億1,781万6千円

環 境 再 生 保 全 機 構 5,564万円

計 69億9,805万4千円

下
水
道
会
計

財 務 省 32億4,597万6千円

（株）かんぽ生命保険 24億515万3千円

地方公共団体金融機構 28億1,891万4千円

銀 行 等 0円

計 84億7,004万3千円

合　計 154億6,809万7千円

名　称 現在高
財 政 調 整 基 金 53億7,535万3千円
減 債 基 金 35億1,812万円
奨 学 基 金 2億1,657万9千円
芸 術 振 興 基 金 1,000万円
国 際 交 流 基 金 1,600万5千円
地 域 福 祉 基 金 2億1,129万3千円
公立学校施設整備基金 21億8,112万6千円
照 沼 小 学 校 建 設 基 金 12億5,000万円
中 丸 小 学 校 建 設 基 金 9億5,000万円
児童福祉施設整備基金 2億7,856万5千円
緑 化 基 金 2億8,153万7千円
公 共 施 設 維 持 整 備 基 金 2億6,557万1千円
消防緊急通信指令施設整備基金 1億2,089万7千円
土 地 開 発 基 金 5億円
国民健康保険支払準備基金 0千円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 1億307万8千円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 703万円

合　計 152億8,515万4千円

収入済額 １世帯当たり負担額※ １人当たり負担額※

村税 75億2,638万9千円 50万1,793円 19万7,398円
村民税 15億5,929万7千円 10万3,960円 4万896円

うち個人分 10億5,746万9千円 7万503円 2万7,735円
固定資産税 52億9,983万5千円 35万3,346円 13万9,001円

うち個人分 9億7,286万7千円 6万4,862円 2万5,516円
軽自動車税 6,214万4千円 4,143円 1,630円
村たばこ税 1億2,616万4千円 8,411円 3,309円
入湯税 0円 0円 0円
都市計画税 4億7,894万9千円 3万1,932円 1万2,562円

うち個人分 8,816万6千円 5,878円 2,312円
※平成23年10月１日現在の住民基本台帳に基づく世帯数（14,999世帯）、人口（38,128人）で算出しています。

区　　分 公有財産
土地 建物 有価証券･出資による権利

行政財産（役場庁舎や学校、公園等） 128万3,476㎡ 11万8,754㎡ ――
普通財産（行政財産以外のもの） 22万25㎡ 3,509㎡ ――

合　計 150万3,501㎡ 12万2,263㎡ 52億8,509万3千円

各種建設事業等を行う場合の財源として
借り入れたお金

特定の目的のために積み立て、必要に応
じて取り崩して使用するお金

基金村債の状況

村税負担の状況

基金の状況

公有財産の状況

●問い合わせ　財務課財政担当（☎282-1711 内線1384）

対前年度比：7億8,240万円減 対前年度比：9億6,893万1千円増
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10
月
31
日
、「
平
成
23
年
度
東
海
村
表
彰
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
村
政
の

発
展
や
福
祉
の
増
進
、
文
化
の
向
上
等
に
寄

与
さ
れ
た
方
や
村
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を

さ
れ
た
方
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
、
奨

励
す
る
こ
と
で
、
村
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
欲･

意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
、
65
人（
３
団
体
含
む
）に
表

彰
状･

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平成23年度
東海村表彰
問い合わせ▼
総務課総務法制担当（☎282-1711 内線1313）

分
　
　
野

氏
　
　
名

功
　
　
績

東
海
村
総
合
計
画
審

議
会
委
員
長

寺
門     

龍
一

総
合
計
画
策
定
の
推

進
に
貢
献

東
海
村
総
合
計
画
審

議
会
委
員

黒
羽
根  

弘
一

東
海
村
統
計
調
査
員

岡
部        

隆

統
計
行
政
の
発
展
に

貢
献

吉
田     

英
寿

民
生
委
員･

児
童
委
員

柏
原     

文
夫

福
祉
の
向
上
に
貢
献

神
永     

悦
子

川
又        

守

佐
藤     

幸
子

佐
藤     

良
雄

鈴
木     

綾
子

関
村     

敏
子

髙
橋     

幸
子

照
沼  

は
る
ゑ

長
谷
川 

由
美
子

福
地  

さ
か
江

峯
島     

幸
子

宮
島     

榮
子

宮
本     

隆
夫

人
権
擁
護
委
員

市
毛  

久
美
子

人
権
問
題
の
解
決
に
貢
献

保
護
司

江
田     

五
六

更
生
保
護
行
政
に
貢
献

黒
羽
根  

史
朗

原       

淑
行

松
尾  
ヒ
サ
子

東
海
中
央
土
地
区
画

整
理
審
議
会
委
員

小
川     
澗
男

区
画
整
理
事
業
の
推

進
に
貢
献

佐
久
間  
致
彦

佐
藤        
彰

清
水     

和
夫

鈴
木     

一
彦

和
地     

隆
男

東
海
駅
西
第
二
土
地

区
画
整
理
評
価
員

助
川     

不
二

区
画
整
理
地
内
の
公

正
な
土
地
評
価
等
に

貢
献

萩
谷     

清
美

東
海
中
央
土
地
区
画

整
理
評
価
員

川
又     

政
美

鈴
木     

正
治

東
海
村
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
会
長

岡
田  

セ
ツ
子

女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献

※
敬
称
略･

50
音
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
上
段
は
表
彰
状

受
賞
者
、
下
段
は
感
謝
状
受
賞
者
で
す
。

分
　
　
野

氏
　
　
名

功
　
　
績

自
治
会
長

岡
部    

正
人

住
民
自
治
の
推
進
に

寄
与

尾
花    

光
雄

川
﨑    

邦
雄

川
﨑    

邦
勝

菊
池       

等

黒
澤       

達

佐
藤    

重
孝

清
水    

政
昭

鈴
木    

由
夫

砂
押       

博

髙
杉     

信
一

照
沼    

直
利

仲
田       

進

中
山 

喜
実
男

青
天
目    

稔

松
江    

秀
明

水
野    

紀
至

宮
内    

章
雄

民
生
委
員･

児
童
委
員

宇
佐
美 

壽
一

福
祉
の
向
上
に
寄
与

紺
野 

美
枝
子

鈴
木    

芳
輝

高
矢    

倫
子

照
沼    

惠
造

照
沼    

幸
子

塙       

文
彦

松
尾    

雄
一

善
行
活
動

大
髙    

佑
公

環
境
美
化
活
動

只
埜       

豊

通
学
路
の
見
守
り
活
動

日
本
ひ
ょ
う
き
ん

踊
り
を
楽
し
む
会

ひ
ょ
う
き
ん
踊
り
を

通
じ
た
交
流
活
動

ま
さ
き
フ
レ
ッ

シ
ュ
会

地
域
の
環
境
美
化
活

動
や
交
流
活
動

モ
キ
ハ
ナ 

フ

ラ 

サ
ー
ク
ル

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
通
じ

た
交
流
活
動
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う

感
謝
状
贈
呈

※50音順に掲載しています。

平成23年度東海村表彰式出席者
（右表･上段の方々）

東日本大震災に伴う感謝状贈呈式出席者
（左表の方々）

　
「
平
成
23
年
度
東
海
村
表
彰
」に
引
き
続
き
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
い
、
村
に
10
万
円
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た

企
業･

団
体（
公
的
機
関
等
を
除
く
）や
、
災
害
時
の
対

応
等
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
企
業･

団
体
に
対
し
て
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ	

政
策
推
進
課
秘
書
室（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
０
２
）

団体名 所在地 功　績

茨城サーフィンユニオン 茨城県
日立市 寄附

ＮＴＴ‐ＡＴエムタッ
ク株式会社

東京都
新宿区 寄附

かすみがうら市社会福
祉協議会

茨城県
かすみがうら市 寄附

株式会社一六商事 東京都
中央区 寄附

株式会社カスミ 茨城県
つくば市 寄附

株式会社産経新聞 東京都
千代田区 寄附

佐藤石油株式会社 東海村
舟石川 寄附

砂川産業株式会社 茨城県
日立市 寄附

東海村バスケットボー
ル連盟

東海村
白　方 寄附

東海ライオンズクラブ 東海村
須和間 寄附

西那須野ライオンズク
ラブ

栃木県
塩原市 寄附

日神サービス株式会社 神奈川県
川崎市 寄附

野村興産株式会社 東京都
中央区 寄附

有限会社ヒロキ防災シ
ステム

東海村
東　海 寄附

東海村建設業協同組合 東海村
舟石川

復旧作業
に尽力

森発條株式会社 東海村
豊　岡

避難所の
提供

平成23年度東海村表彰式出席者
（右表･下段の方々）
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村内の空間放射線レベルの低減対策

目安の設定方法

▼人工放射線による影響
文部科学省の提案により、学校等で受ける線量は１
ミリシーベルト／年以下を目指すとされている。
※１時間当たりは0.19マイクロシーベルト…①
▼自然放射線による影響
３月11日以前の村内の実測値（地表面50㎝～100㎝）
の平均は１時間当たり0.06マイクロシーベルト…②
▼目安の設定
①＋②から１時間当たり0.25マイクロシーベルトとする。

～目安と対策方法～
問い合わせ：原子力対策課原子力･防災担当（☎282-1711 内線1518）

空間放射線の測定器を貸し出しています

■貸出期間	 １回当たり１日最大３時間まで
　※日曜日･祝日を除く午前9時～正午、午後
１時～４時に貸し出します。

■申し込み・問い合わせ	 まちづくり国際化推
進課まちづくり国際化推進担当（役場行政棟
３階 内線1342）備え付け、または村公式ホー
ムページからダウンロードした申請書に必要
事項を記入の上、申し込みください。

目安を超えた場合の低減対策

　低減対策は、私有地の場合は各個人（所有者）で実施してください。公共施設については役場（各担当
課室）で実施します。

　村では、村内の空間放射線レベルの低減対策について取りまとめました。詳しい資料については、原
子力対策課に問い合わせるか、村公式ホームページでご確認ください。

空間放射線レベルの目安

　地表面から50㎝の高さで１時間当たり0.25マイクロシーベルト以下を目安とします。

【作業方法】

①準備
　作業服、運動靴、軍手、マスク、帽子、タオルを着用する。
②土壌を除去する（除去した土を土のう袋等に入れる）

③除去した土壌等の処理（当面の処理方法）
　土砂を入れた土のう袋等は、敷地内に穴を掘り、ブルーシート等で養生して埋設（約40㎝～ 50
㎝の覆土）する。または、敷地内の一角をブルーシートで養生し、トラロープ等で立ち入り制限を
するか、仮置きしていることを表示した上で一時保管する。
④作業後
　作業後は、うがい、手洗いをし、用具類はよく洗ってください。また作業に使用した衣服等は洗
濯してください（普通の洗濯でよい）。
⑤除去効果の確認
　事前に測定した地点における線量測定を行って記録してください（線量の低下を確認する）。

雨どい直下

▼雨どい直下（雨水が流れ落ちる場所）は深さ約20㎝～ 30㎝、雨水の流水経路
は雨どいの直下から延長約50㎝～１m、深さ５㎝～ 10㎝の土砂を除去し、土
のう袋に入れる。※その後、覆土をすることで線量がさらに低減されます。
▼雨どいから直接側溝等に流れ落ちている場合には、側溝等に残っている土砂
を除去し、土のう袋に入れる。

側溝 堆積している土砂等をシャベル等で丁寧に除去し、土のう袋等に入れる。
芝（草地）等 根に付いた土ごと土のう袋に入れる。
立木･植え込
みの土

▼立木は根元周辺の土壌を約１㎝除去し、土のう袋に入れる。
▼植え込みの土は、シャベル等で約１㎝除去し、土のう袋に入れる。
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
防災行政無線の内容を無料で聞ける
テレホンサービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

　被災により、住宅や家財等の生活に必要な資
産に損害があった方は、平成22年の所得税の
全部または一部を軽減することができる場合が
ありますのでご相談ください。なお、下記日程
以外でも、事前に電話予約の上、太田税務署で
相談に応じています。
所得税申告相談会

●期　　間	 11月28日（月）～ 12月２日（金）
●時　　間	 午前９時～午後４時
●場　　所	 原子力視察研修室（役場行政棟５階）
●対　　象	 住宅、門、塀、家財（家具、什

じ ゅ う き

器、
衣類、書籍、家電品、１個または１組の価格
が30万円以下の貴金属･書画･骨

こ っ と う

董･美術工芸
品等）、車両、墓石等の損害

●必要書類	 ①被害を受けた資産の取得時期、
取得価格の分かるもの ②被害を受けた家屋の
取得価格が分からない場合は、その面積が分
かるもの ③被害を受けた資産の取り壊し費用、

住宅･家財等に損害があった方へ～所得税の申告相談会を開催します～
除却費用、修繕費用等の分かるもの ④被害を
受けたことにより受けた保険金等の金額が分か
るもの ⑤村からり災証明書の発行を受けてい
る場合は、その写し ⑥還付金を受ける場合の
振込先金融機関名、支店名、口座番号の分か
るもの ⑦すでに平成22年分確定申告書を提出
している方はその控え、確定申告をしていない
方は、平成22年分の所得金額や所得控除の分
かるもの（源泉徴収票や保険料控除証明書等）
※書類がない場合は、相談会でご相談ください。

●問 合 せ	 太 田 税 務 署 個 人 課 税 部 門（☎
0294-72-2171）へ土･日曜日、祝日を除く午
前８時30分～午後５時にお問い合わせくだ
さい。お問い合わせの際は自動音声案内に従
い、東日本大震災に関する内容の方は「０」番、
申告相談等に関する内容の方は「２」番を選択
してください。詳細は国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp）にも掲載しています。
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●対　　象　

●減免割合

●そ の 他	 減免の対象は３月11日から平成
24年３月末までに納期限のある保険料です。

●申し込み・問合せ	 保健年金課（役場行政棟
１階）備え付けの申請書に必要事項を記入し、
印鑑、損害を受けたことを証明する書類（り
災証明書等）を持参の上、保健年金課地域医
療担当（内線1134）へ申し込みください。

①
被災により被保険者の属する世帯の主たる生
計維持者が現に居住する住宅が全壊、大規模
半壊、半壊した（市町村発行のり災証明による）

②
被災により被保険者の属する世帯の主たる
生計維持者が死亡した、行方不明となった
あるいは重篤な傷病を負った

③

被災により被保険者の属する世帯の主たる
生計維持者の事業収入等（不動産･山林･給
与収入など）が減少することが見込まれ、そ
の減少額（保険金、損害賠償、公的な災害
補償等により補てんされる金額を控除した
額）が、前年の当該収入額の10分の３以上

④ 原子力発電所の事故に伴い、政府の避難指
示等の対象地域に住所を有していた

後期高齢者医療保険料の減免

●対　　象　

●減免割合

●そ の 他	 減免の対象は平成23年度分です。
●申し込み・問合せ	 保健年金課（役場行政棟１

階）備え付けの申請書に必要事項を記入し、国
民健康保険税決定通知書、印鑑、被災したこと
を証明する書類等を持参の上、保健年金課国
保年金担当（内線1131）へ申し込みください。

国 民 健 康 保 険 税 の 減 免

①

▼被災により主たる生計維持者が死亡した、
あるいは重篤な傷病を負った、行方不明と
なった、生活保護者となった▼原子力発電所
の事故に伴い政府の避難指示等の対象地域
に住所を有していた――のいずれかに該当

② 被災により主たる生計維持者が障がい者
となった

③ 被災により主たる生計維持者の居住する
住宅（借家を含む）が半壊または全壊した

④

被災により▼事業収入等（不動産･山林･給
与収入など）のいずれかの減少額（保険金、
損害賠償等により補てんされる金額を控
除した額）が前年の当該収入額の10分の３
以上▼主たる生計維持者と国保加入者の
前年の合計所得金額が1000万円以下▼減
少することが見込まれる事業収入等に係
る所得以外の前年の所得の合計が400万円
以下――を満たし、主たる生計維持者の事
業収入等の減少が見込まれる

⑤ 主たる生計維持者以外の被保険者が行方
不明となっている

災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

総集編 申請等はお早めに！

① ▼半壊、大規模半壊…年保険料の２分の１
▼全壊…年保険料の全部

② 年保険料の全部

③ 前年の総所得金額に応じて対象保険料額の
全部～ 10分の２

④ 年保険料の全部

① 年税額の全部
② 年税額の10分の９

③ ▼半壊…年税額の２分の１▼全壊…年税額
の全部

④ 算定した対象保険税額に前年の合計所得金
額の区分による減免割合を乗じて得た額

⑤ 年税額と行方不明者以外の被保険者につい
て算定した保険税額との差額

■対　　象	 ①被災により、住宅、家財、その他の
財産についておおむね２分の１以上の損害を受けた
②東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴い、
避難指示、屋内退避指示、特定避難勧奨地点の
指定通知を受けた――のいずれかに該当する方

■減免割合	 保険料の全額
■申し込み	 平成24年３月30日（金）までに、
保健年金課国保年金担当（役場行政棟１階 内
線1133）備え付けの申し込み用紙に必要事
項を記入し、り災証明書の写しを添付の上、
申し込みください。
■問 合 せ	 被災者専用フリーダイヤル（☎
0120-707-118）

国民 年 金 保 険 料の 免除

■対　　象	 住家が全壊、大規模半壊、半壊した方
■減免割合	 ▼全壊、大規模半壊…全額 ▼半
壊…２分の１
■そ の 他	 ▼対象は申請日から１年間の介護
保険料です。▼り災証明書が必要となります。
■申し込み・問合せ	 介護福祉課（役場行政棟
１階）備え付けの申請書に必要事項を記入の
上、り災証明書を添えて介護福祉課介護保険
担当（内線1163）へ申し込みください。

介 護 保 険 料 の 減 免
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 ●支援内容

●申し込み	 ▼①～⑤（公庫資金）…銀行･信金
等の金融機関 ▼⑥～⑩（農協等資金）…JＡひ
たちなか東海支店（☎282-0203） ※⑥⑦は
平成24年３月末までに申し込みください。

●問 合 せ	 農業支援センター（東海ファーマー
ズマーケット「にじのなか」内 ☎287-7867)

農業経営再建のための金融支援
用　途 資金名 償還期限

①運転資金 農林漁業セーフティネット資金 13年
②施設の復旧 農林漁業施設資金 18年
③新たな施設整備 スーパー L資金 28年
④新たな施設整備 経営体育成強化資金 28年
⑤既往債務の借換
⑥つなぎ資金 系統農業災害資金（原発事故） 5年
⑦運転資金 系統農業災害資金（地震） ５年
⑧運転資金 天災資金 7年
⑨新たな施設設備 農業近代化資金 18年
⑩既往債務の借換 農業経営負担軽減支援資金 15年

　国では、被災者を対象に支援金を支給します。
■対　　象	 ①住家が全壊、大規模半壊した世
帯 ②住家が半壊したまたは住家の敷地に被害が
生じたため、その住家をやむを得ず解体した世帯
■支 給 額	 基礎支援金（被害の程度に応じ
て支給） ▼全壊、半壊解体･敷地被害解体…
100万円 ▼大規模半壊…50万円　加算支援
金（再建方法に応じて支給） ▼建設、購入…
200万円 ▼補修…100万円 ▼賃借（公営住宅
以外）…50万円 
■そ の 他	 ▼単身世帯は４分の３の金額とな
ります。▼加算支援金の申請は、基礎支援金
の決定を受けていることが条件となります。
■申請期間	 ▼基礎支援金…平成24年４月10日
まで ▼加算支援金…平成26年４月10日まで
■問 合 せ	 社会福祉課地域福祉推進担当（内
線1183）

被災者生活再建支援制度

災害見舞金（茨城県･東海村）

村民税･固定資産税の減免
村民税

■対　　象

■減免割合

固定資産税（土地）
■対　　象	 流出･埋没、崩壊等により甚大な
損害を受けた土地
■減免割合

　

固定資産税（家屋）
■対　　象	 半壊･大規模半壊･全壊した家屋
■減免割合	 ▼半壊…10分の４ ▼全壊…全額 
▼大規模半壊…10分の６ 

固定資産税（償却資産）
■対　　象	 損傷で使用目的を損じた償却資産
■減免割合	 損傷の程度によります。※詳細は
お問い合わせください。

申し込み･問合せ
　▼減免を受けようとする税目の「納税通知書」▼
損害を受けたことを証明する書類（り災証明書等）
▼印鑑――を持参し、税務課（役場行政棟１階）
備え付けの申請書に必要事項を記入の上、申し込
みください。※村民税は住民税担当（内線1117）、
固定資産税は資産税担当（内線1111）となります。

① 被災により死亡した、あるいは生活保
護者、障がい者となった

②

前年の合計所得金額が1000万円以下
で、住家（控除対象配偶者や扶養親族が
居住するものを含む）が半壊または全壊
した ※借家は対象となりません。

① ▼死亡･生活保護者…年税額の全部 ▼
障がい者…年税額の10分の9

②

前年の合計所得金額が500万円以下
▼半壊･大規模半壊…年税額の２分の１
▼全壊…年税額の全部
前年の合計所得金額が500万円を超え750万円以下
▼半壊･大規模半壊…年税額の４分の１
▼全壊…年税額の２分の１
前年の合計所得金額が750万円を超え1000万円以下
▼半壊･大規模半壊…年税額の８分の１
▼全壊…年税額の４分の１

損害の程度 減免割合
10分の８以上 全額
10分の６以上10分の８未満 10分の８
10分の４以上10分の６未満 10分の６
10分の２以上10分の４未満 10分の４

　医療機関の窓口負担（一部負担金）が免除にな
る「免除証明書」を発行します。
●対　　象	 ▼住宅が半壊または全壊した方、

主たる生計維持者が被災により亡くなった方等
●申し込み・問合せ	 ▼国民健康保険…保健年

金課国保年金担当（内線1131） ▼後期高齢者医
療保険…保健年金課地域医療担当（内線1134）

医療機関の窓口負担を免除します
茨城県災害見舞金

■対　　象	 住家が半壊または床上浸水した方
■支 給 額	 ▼半壊…３万円　▼床上浸水…
２万円

東海村災害見舞金
■対　　象　住家が全壊、半壊、床上浸水、床下
浸水した方
■支 給 額	 ▼全壊…10万円 ▼半壊…５万
円 ▼床上浸水…３万円 ▼床下浸水…１万円

申し込み・問合せ
　社会福祉課地域福祉推進担当（内線1183）
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東海村職員（小学校教諭･任期付き）採用試験

小中学校の非常勤職員･臨時的任用職員を募集します

●職　　種	 小学校教諭（学級担任として、教育
業務に従事）

●採用予定人数	 ２人程度
●受験資格	 ①昭和33年４月２日から平成元年４

月１日までに生まれ②小学校教諭普通免許状を
所有し、小学校の学級担任を１年以上経験して
いる③村内の小学校へ通勤可能――を満たす方

●任　　期	 平成24年４月１日～平成26年３月
31日（規定範囲内において更新の可能性あり）

●１次試験	 12月11日（日）に、筆記試験（専門試
験）･小論文･個別面接を行います。

●２次試験	 平成24年１月下旬に集団面接･授業
に関する試験を行います（１次試験合格者のみ）。
●そ の 他	 給与等についてはお問い合わせくだ

さい。
●申し込み・問い合わせ	 教育委員会学校教育課
（役場行政棟４階 ☎282-1711 内線1411）備え
付けの志願書に必要事項を記入の上、11月25
日（金）まで（土･日曜日、祝日を除く）の午前８時
30分～午後５時15分に、必要書類を添えて申
し込みください。 ※志願書の郵送を希望する場
合は、11月18日（金)までに請求してください。

職 種 等 主な業務 雇用要件 報 酬 等

①
スタディ ･サポーター（16人）
▼小学校…４人▼中学校（数学･英語･
理科･国語等）…12人

学級担任や教科担任とのティーム･
ティーチングによる指導、児童･生
徒一人ひとりへの学習サポート等

担当教科の教員免許
取得者

報酬…月額
228,000円～

②
教科特別指導員（４人）
▼ＩＣＴサポーター▼サイエンスサポー
ター▼美術指導員▼音楽指導員…各１人

学級担任とのティーム･ティーチング
による指導、専門的な知識･技能を
生かした教科の指導方法の改善等

担当教科の教員免許
取得者（ＩＣＴサポー
ターを除く）

報酬…月額
228,000円～

③ 学校図書館指導員（８人）
図書館資料の整理･管理･提供、各
学級への読書指導等のサポート、
ホームページ作成補助等

司書教諭または司書資
格取得者（パソコンを
使える方が望ましい）

報酬…月額
172,000円～

④
教育支援センター「たんぽぽくらぶ」
心の居場所づくり推進相談員（３人）

児童･生徒や保護者に対するカウン
セリング、生活･学習支援、不登校
傾向児童･生徒へのアプローチ、発
達支援センターとの業務交流等

教員免許取得者が望
ましい

報酬…月額
147,000円～

⑤ 生活指導員（20人程度）
障がいのある児童･生徒への生活
･学習支援、学級担任や教科担任
とのティーム･ティーチング等

教員免許取得者が望
ましい

賃金…時給
1,350円

⑥ 発達支援センター指導員（２人）
発達障がいの疑いがある幼児･児
童･生徒に対しての専門的指導や
保護者の相談活動等

教員免許取得者（特別
支援）が望ましい

報酬…月額
172,000円～

◆職 種 等	 下表参照
◆雇用期間	 平成24年４月１日～平成25年３月

31日 ※⑤のみ６か月ごとに更新が必要となり
ます。

◆勤務日時	 月曜日から金曜日まで（祝日を除く）
の１日７時間 ※④は１日６時間、⑤は１日７
時間以内となります。

◆選考方法	 12月11日（日）に、面接試験を行い
ます。

◆そ の 他	 ▼通勤手当を別途支給します。▼社
会保険（健康保険･厚生年金保険等）と雇用保険
に加入します。
◆申し込み・問い合わせ	 教育委員会指導室（役

場行政棟４階 ☎282-1711 内線1416）備え付けの
履歴書に必要事項を記入の上、11月24日（木）(必
着）までに、持参（土･日曜日、祝日を除く、午前８
時30分～午後５時15分）･郵送（〒319-1192 東海
３-７-１）いずれかの方法で申し込みください。
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児
童
虐
待
と
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
者（
親
な
ど
）が
、
子

ど
も
に
対
し
て
身
体
的
暴
力
、
性
的
行
為
の
強
要
、
養
育

放
棄
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
等
に
よ
り
、
子
ど
も
の
心
身
を

傷
つ
け
、健
全
な
成
長
や
発
達
を
妨
げ
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
虐
待
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

心
身
の
発
達
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
虐
待
を
受
け
た
者
が
自
分
の

子
を
虐
待
し
て
し
ま
う
な
ど
、
一
生
涯
、
さ
ら
に
は
世
代

を
超
え
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

■
村
で
の
活
動

　

村
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま

つ
り
」で
風
船
を
配
布
し
た
り
、

村
公
共
施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
た
り
す
る
な
ど
、
児
童
虐
待
防
止
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
虐

待
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
虐
待
に
気
付
い
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

近
所
な
ど
で
児
童
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ

る
と
思
っ
た
ら
、他
人
事
と
せ
ず
に
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
で
な
く
て
も
、
育
児
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
る
方
が
い
た
ら
、
相
談
に
応
じ
る
な
ど
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

▼
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐

０
０
０･

24
時
間
対
応
） 

▼
茨
城
中
央
児
童
相
談
所（
☎

221
局
４
９
９
２
） 

▼
社
会
福
祉
課
こ
ど
も
室（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
８
３
）

第17回東海Ｉ～ＭＯのまつり

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

「
守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気
」

メイン会場のスケジュール

 8：30 シャトルバス運行開始

 8：45 東海太鼓保存会演奏

 9：00 オープニングセレモニー

 9 ：30 いも掘り探検隊整理券配布※専用バスで随時出発します。
10：00 仮面ライダーショー

10：30 いも積み競争※午前10時から整理券を配布します。
11：15 吹奏楽演奏（白方小学校）

11：45 ジャンジャンどり※午前11時30分から整理券を配布します。
12：15 津軽三味線演奏（佐々木光儀三絃会）

13：20 ビッグバンドジャズ演奏（県立東海高等学校）
14：00 仮面ライダーショー

14：30 大抽選会※午後１時30分に受け付けを終了します。
15：30 エンディング

■問い合わせ	 東海Ｉ～ＭＯのまつり運営協議会（経済課内 ☎282-1711 内線1438）

■そ の 他	 臨時駐車場を▼東海村役場▼総合福祉センター「絆」▼笠松運動公園第４駐車場――に設けま
す。各駐車場からは無料シャトルバスをご利用ください。

食べる

▼焼きいもコーナー
▼ふるさと鍋料理
▼東海風お好み焼き
▼いも菓子実演コー
ナー
▼いも焼酎ＰＲコー
ナー

ジャンジャンどり

制限時間内にイモのつかみ
どり！
■定員	 先着200人
■費用	 200円

11月23日（水･祝）　午前８時45分～午後３時30分
東海文化センターとその周辺

いも掘り探検隊

制限時間内でイモ掘り体験！
■定員	 先着500人
■費用	 200円

いも積み競争

制限時間内にイモを積み上げ
て高さを競います！
■定員	 先着50人
■費用	 無料 体験する･見る

▼いも版づくり
▼ガラポン抽選
▼大いも珍いも
▼いも作文コーナー
▼マジックショー
▼Ｉ～ＭＯのライブ

村の特産品でもあり、健康食品としても親しまれている｢サツマイモ｣が主役のお
祭り、「東海Ｉ

い

～Ｍ
も

Ｏのまつり」を今年も開催します！サツマイモを使った料理やイ
ベントが盛りだくさんです。ぜひご来場ください。
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●災害時は無我夢中で…赤十字奉仕団に感謝状
10月24日、東海村分団赤十字奉仕団（委員長･飛田静子さん）に「東
日本大震災における業務功労者」として、日本赤十字茨城県支部か
ら感謝状が贈呈されました。これは東日本大震災の際、災害の対
応に追われる村立東海病院の看護師らの子どもの託児や避難所で
の炊き出し、水の配給など、さまざまな活動をした功績が認めら
れたもの。「あの時は、使命感でいっぱいでした。とにかくやろうと、
皆で必死に動きました」と振り返る団員に、村上村長は「よくやって
くれたと思っています」とねぎらいの言葉を掛けました。これを励
みにますます頑張っていきたいと話す団員――活動を理解し、支
えてくれたという家族の下、今後も一層の活躍が期待されます。

写真左から高橋文子さん、佐藤幸好さん、飛田静
子さん、村上村長、高杉正子さん

避難所となった総合福祉センター「絆」で炊き出し作業を行う様子（３月26日撮影）

●●何気ないことも
７月２２日、姉妹都市交流会館で村長アワーが行われました。これは、
東海村に住む、外国籍の人 と々村長が直接対話し、さまざまな意見
を出してもらおうと、東海村国際交流センター（会長･小林健介さん）
が企画したもの。午前中の部には、日本に来て５年のベトナムの方や、
中国の方と村長が対話し「医者にかかるとき、どのように痛いか」と聞
かれ、「ずきずき」や「しくしく」などの表現が分からないことやアメリカ
の公園での工夫などを提案するなどしました。会場は終始和やかな
雰囲気で、時には笑いながら、東海村での生活について話ました。
村上村長は「提案は、同世代の日本人の考えていることと似ているよ
うだった。」と話し、よりよい東海村を目指していきたいと話しました。

●●「詩吟は元気の源です！」河野さんが優勝を報告
９月25日、県内の詩吟家が競う茨城県吟士権コンクールで
河野きよ子さん（舟石川駅東）が優勝を果たしました。河野
さんは優勝の報告とともに、「声を出すことは健康にもよ
いですよ」と笑顔で詩吟について話しました。練習は週１
回２時間行い、読むことだけでなく、詩の作者のことや時
代背景なども学んでいるそう。「詩の“深み”に触れること
で、読み方も変わっていきます。好きだから続けられたこ
とだと思っています」と、優勝という偉業は詩吟を始めて
35年という経験だけでなく、詩吟を楽しみ、理解を深めよ
うという探究心が大切であることを感じさせました。 河野さん（写真中央）と先生の佐竹千尋さん

●賢い消費者は、勧誘･訪問販売員に“断る言い訳”をしません！
10月２日、東海文化センターで｢東海村消費生活講演会」が開催されました。これは、
村民が多様化する消費生活トラブルに対しての知識を身に付けるためのもの。講
師の村千鶴子さん（弁護士）は、「悪質商法の手口は短い期間で変化し、相談情報
が耳に入るころには新たな手口が出回る」と消費者保護問題の解決に取り組んでい
る事例から話し、「未来は予測できないので、被害を防止するには皆さんが賢い消
費者になること」とありました。勧誘販売等を受けたときは、自分に必要ないものは
｢いりません｣｢契約しません」とだけ伝え、“断る言い訳”をしないこと。そして、知
らない人からの話で“何かおかしい…”と思ったら家族や消費生活センターなど誰か
に相談することが悪質商法の被害防止につながるそうです。来場者は、「今日の話
を家族に伝え実践したい」と話し、賢い消費者へのきっかけをつかんだようでした。
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
や
け
が
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
国
内
に
住
む
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
と
、
年
金
を
受
け

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
方
法

20
歳
に
な
る
方
で
、
学
生
や
自
営
業
の
方（
フ
リ
ー

タ
ー
や
無
職
の
方
も
含
む
）は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

加
入
届
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
保
健
年
金
課（
行
政
棟
１
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
、
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
の
猶
予･

免
除

平
成
23
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
万
５
０
２
０

円
で
す
。
本
人
の
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予･

免
除
に

な
る
制
度
と
し
て
、
学
生
納
付
特
例
制
度
、
保
険
料
免

除
制
度
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
、
年
金
額
が
低
く
な
る
な
ど
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、“
万
が
一
”の
と
き
に
障
害
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
！

私
は
東
海
村
高
校
生
会
に
入
会
し
て
約
１
年
半

の
間
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
物
事
に
触
れ
て
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

１
年
生
の
後
期
は
書
記
、
２
年
生
の
前
期
は
副

会
長
を
務
め
ま
し
た
。
副
会
長
の
主
な
役
割
は
、

会
長
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
す
。
会
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
ろ
う

と
予
想
し
て
気
を
張
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際

に
は
特
に
何
か
で
き
た
と
い
う
手
応
え
は
な
く
、

役
割
を
果
た
せ
た
か
ど
う
か
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
で

任
期
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
年
生
の
後
期
に
は
会
長
を
務
め
る

エッセー頑張る

今どきの
青少年

ＶＯＬ .  １３０

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
長
に
な
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
き
と
は
違
い
、
多
く

の
役
割
を
果
た
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
と
て

も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
今
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
異
例
の
災

害
が
起
き
ま
し
た
。
新
入
生
の
人
数
が
少
な
い
等

の
影
響
が
あ
り
、
昨
年
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
高
校

生
会
の
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
会
長
と

い
う
大
役
を
任
さ
れ
て
、
正
直
な
と
こ
ろ
と
て
も

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

状
況
も
一
生
の
う
ち
に
何
度
も
起
こ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
東
海
村
高
校
生
会
の
全
会
員
と
協

力
し
合
い
、
み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
東
海
村
高
校
生
会
は
、
24
人
で
活
動
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
主
な
活

動
内
容
は
、
異
世
代･

他
市
町
村
の
人
と
の
交
流

で
す
。特
に
子
ど
も
と
関
わ
る
活
動
が
多
い
の
で
、

将
来
保
育
士
や
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
人
に
は
お
勧
め
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
放
課
後
な
ど
の
自
由
な
時
間
に
集
ま
っ
て

学
校
で
の
出
来
事
の
話
を
す
る
な
ど
、
会
員
同
士

は
と
て
も
仲
良
し
で
す
。
Ｏ
Ｇ･

Ｏ
Ｂ
と
話
す
機

会
も
あ
り
、
将
来
の
参
考
に
な
る
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
会
員
募
集
中
な
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
東
海
村
高
校

生
会
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

県
立
東
海
高
等
学
校
２
年

石
神
外
宿
　
箭や

な

い内
　
果か

ほ歩

こ
れ
か
ら
の
私
と
高
校
生
会

※右が今回のエッセイスト
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問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

認知症と一口に言っても意外と知られていないことや、誤解されている部分があります。認知症の
早期発見･早期治療や、認知症の方とそのご家族の住み慣れた地域での生活を支えるためにも、多くの
方に認知症について正しく理解していただくことが必要です。
●認知症とは

認知症といえば“物忘れ”をイメージする方も多いと思いますが、実際は、興味･関心の低下、妄想、
性格の変化など、多様な症状があります。しかし、一見複雑に感じるこれらの症状も、介護者の対応
や環境次第で緩和する可能性があります。認知症は、薬物療法に加え、非薬物療法の効能も多方面で
証明されており、介護者だけではなく、ご家族･ご近所･地域全体でサポートすることがより良い治療
につながります。
●認知症の予防やリハビリとは

認知症の中には予防できるものもあります。脳血管性認知症の場合は、食事や運動による予防効果
が期待できます。心の生活習慣病ともいわれる認知症（生活不活発病）の場合は、脳を活性化する生活
を心掛けると効果的です。人間の生活には個性があるため、認知症の予防方法もさまざまです。つまり、
自分に合った予防スタイルを探ることが大切になります。

認知症のリハビリについては記憶訓練を主にする印象が強いと思いますが、意外に日常的なことが
行われています。脳トレ、回想法、音楽療法といった、主に脳の前頭葉（司令塔）を鍛える訓練のほか、
感情への働き掛けや体を動かすリハビリ等があり、予防同様に、生活の中での工夫が重要になります。

いかがでしょうか？　認知症の予防･リハビリは、日常生活の中に取り入れることができます。認知症ケ
アに関わる皆さんは、認知症について理解を深めるとともに、交流や情報の共有を大切にしていきましょう。

リハビリ室作業療法士　大内　康雄（認知症作業療法と地域の会会員）

こんにちは！
村立東海病院です

認 知 症 を 正 し く 理 解 し ま し ょ う

■期　日	 12月10日（土）
■場　所	 テクノ交流館リコッティ
■内　容	 ①特別講演【演題｢認知症の予防から介
護まで｣（八森淳さん）】午前10時30分～　②情
報交換会【リハビリ紹介、紙芝居、認知症相談】
午前11時30分～／午後１時～
■参加費	 無料（当日会場で受け付けをします。）
■その他	 質問等がある方は事前に受け付けま
す。氏名、連絡先、職業を明記の上、ファクシ
ミリまたは電子メールで村立東海病院リハビ
リ室（FAX306-2811 電子メールriha@tokai-hp.
jp）へご連絡ください。

「第１回認知症作業療法と地域の会　～東海村交流会～」を開催します！
認知症について、もっと具体的に知りたい！　と思っている皆さんへ耳寄りな情報です。

予防から介護まで幅広く取り上げ、役立つ情報が満載の講演会･交流会･相談会を開催します。
この機会にぜひご参加ください。

日本認知症予防学会評議員、公益
社団法人地域医療振興協会伊東市
介護老人保健施設みはらし管理者･
施設長（兼）市立伊東市民病院臨床
研修センター長。
【主な職歴】
自治医科大学卒業後、一般診療、

在宅診療、物忘れ外来を経て、2004
年からは現職。認知症専門棟を含む
介護老人保健施設の診療にもあたる。

八
は ち も り

森　淳
あつし
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齢
者
役
の
人
が
保
護
さ
れ
、
な
ご
み
に
よ
り
本
人
確
認

が
取
れ
た
と
こ
ろ
で
訓
練
終
了
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
訓
練
で
は
、
行
方
不
明
高
齢
者
役
は
２
人

で
し
た
が
、
今
回
は
更
に
捜
索
の
目
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
行
方
不
明
者
役
を
増
や
す
予
定
で
す
。

●
協
力
者（
ほ
っ
と
メ
イ
ト
）を
募
集
し
て
い
ま
す
！

訓
練
当
日
に
使
用
す
る「
東
海
村
あ
ん
し
ん･

お
か
え

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方（
通
称
ほ
っ

と
メ
イ
ト
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。
訓
練
に
参
加
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
携
帯
メ
ー
ル
の
登
録
が
必
要
で
す
。

《
ほ
っ
と
メ
イ
ト
登
録
方
法
》

①
携
帯
電
話
か
ら
、nagom

i@
am

h.jp

宛
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

設
定
の
解
除
や
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
等
の
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
空
メ
ー
ル
送
信
後
に
届
く
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
メ
ー
ル

の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

必
要
事
項（
氏
名･

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス･

電
話
番
号
）を

入
力
の
上
、
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
後
、
登
録
情
報
の
確
認
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の

で
、ロ
グ
イ
ン
し
て
登
録
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
確
認
メ
ー
ル
は
登
録
内
容
の
変
更･

削
除
の
際
に

必
要
に
な
る
の
で
、
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
で
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
な
ご
み
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来
所
に

よ
る
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解･

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

野
山
の
近
く
の
畑
は
雑
草
が
入
り

込
み
や
す
く
、
丹
精
し
て
耕
し
た
畑

を
瞬
く
間
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ク
ズ
は
畑
を
侵
略
す

る
雑
草
の
一
種
で
す
。
作
物
に
絡
み

つ
い
た
ク
ズ
の
つ
る
を
取
り
除
く
の

に
大
変
な
思
い
を
し
た
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

一
見
厄
介
者
扱
い
の
ク
ズ
で
す
が
、
痩

せ
た
土
地
で
も
繁
茂
し
、
根
を
張
る
こ

と
で
風
や
雨
に
よ
る
表
土
流
失
を
防
ぎ
、

窒
素
分
を
養
分
と
し
て
地
中
に
固
定
で

き
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
砂
漠
緑
化
実
験

に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
実

験
結
果
は
ク
ズ
が
芽
吹
い
た
途
端
に
放

牧
し
た
家
畜
に
食
い
尽
く
さ
れ
る
と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
わ

り
ま
し
た
が
、
食
糧
支
援
の
一
環
と
し
て
ク
ズ
の
種
を
海
外
に
送

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
現
在
も
あ
る
よ
う
で
す
。

日
本
で
は
昔
か
ら
、
ク
ズ
の
葉
は
家
畜
の
飼
料
、
つ
る

は
編
み
籠
、
根
は
風
邪
薬
の
葛
根
湯
や
ク
ズ
粉
に
す
る
た
め

に
採
取
し
て
い
ま
し
た
。
伝
統
的
な
食
文
化
を
継
承
す
る
意

味
で
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ク
ズ
粉
を
実
際
に
作
っ
て
み

ま
し
た
。
太
い
根
を
選
ん
で
斜
面
沿
い
の
里
山
か
ら
掘
り
出

し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
っ
て
か
ら
木き

づ

ち槌
で
叩
い
て
水
に

漬
け
精
製
し
ま
し
た
が
、
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
近
い
材
料
か
ら
出

来
上
が
っ
た
の
は
た
っ
た
の
２
０
０
グ
ラ
ム
と
い
う
効
率
の

悪
さ
で
、
国
産
ク
ズ
が
高
価
な
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。

大
変
な
作
業
で
す
が
、
そ
れ
で
も
本
物
の
ク
ズ
粉
を
自

分
で
作
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
作
り
方
を
お
教
え
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ	

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

クズ粉作りに挑戦してみませんか？

vol.28

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

41

な
ご
み
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
今
月
15
日
に
予
定

し
て
い
る「
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
」に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●「
認
知
症
徘
徊
模
擬
訓
練
」を
舟
石
川
小
学
校
区
で
実

施
し
ま
す

前
回
の
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
た「
東
海

村
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
は
じ
め
、

村
で
は
現
在
、
認
知
症
の
方
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
体
制
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
に
白
方
小
学
校

区
で
実
施
し
た「
認
知
症
徘は

い
か
い徊

模
擬
訓
練
」を
今
年
度
は

11
月
15
日（
火
）に
舟
石
川
小
学
校
区
で
実
施
し
ま
す
。

●
訓
練
の
流
れ

今
回
の
訓
練
で
は
、「
東
海
村
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
活
用
し
て「
通
報
～
連
絡
～
確
認
～

発
見･

保
護
」ま
で
の
情
報
伝
達
や
周
辺
確
認
等
を
実
際

に
行
い
ま
す
。

行
方
不
明
高
齢
者
に
扮
し
た
人
が
舟
石
川
小
学
校
区

内
を
移
動
し
、
な
ご
み
か
ら
村
内
関
係
者
や
店
舗
、
住

民
協
力
者（
ほ
っ
と
メ
イ
ト
）へ
行
方
不
明
者
の
情
報
を

送
信
し
ま
す
。
情
報
を
受
信
し
た
皆
さ
ん
に
は
周
囲
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
し
き
人
を
見
掛
け
た
場

合
は
な
ご
み
ま
で
電
話
で
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

可
能
で
あ
れ
ば
当
人
へ
の
声
掛
け･

保
護
を
お
願
い
し

ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
行
方
不
明
高
齢
者
の

目
撃
情
報
は
随
時
送
信
し
て
い
き
ま
す
。
行
方
不
明
高
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■場　　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ
（

２

階

）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ（
１
階
）

企画展　東海村の作家６人展
期　　間	 11月13日(日) ～ 26日(土)
時　　間	 午前1０時～午後７時（最終日は午後３時閉館）

墨 游 展
期　　間	 11月27日(日) ～ 12月３日(土)
時　　間	 午前1０時～午後７時（最終日は午後３時閉館）

当クラブは平成20年３月の結成か
ら３年半を迎えました。これまでの
成果を広く皆さんに見てもらいたく、
写真展を開催することになりました。
季節や時間の移ろいの中で、変わり
ゆく自然の素晴らしさや各地のお祭
り･行事の盛大さ、楽しさを表現でき
ればと日々活動しています。

コダックフォトクラブ勝田支部展
期　　間	 11月13日(日) ～ 19日(土)
時　　間	午前９時～午後６時（最終日は午後２時閉館）

新 世 紀 美 術 協 会 茨 城 支 部 展
期　　間	 12月４日(日) ～ 10日(土)
時　　間	午前1０時～午後５時（最終日は午後３時閉館）

今年４月に横浜赤レンガ倉庫で
行われた「新世紀展」の出品作品を
中心に、サイズ50号以下の作品を
展示します。全体的に具象作品が
多く、人物･静物･風景などを会員
一人ひとりが自由な発想で個性豊
かに描いています。

自 由 な 表 現 の 書 作 品 を 発 表
し よ う と 志 し て、 は や17回
を 迎 え ま す。 そ れ ぞ れ に 目 標
を持って勉強した成果を持ち
寄 っ て の 展 示 で す。 ２ 年 前 か
らは共通課題作品を展示して
お り、 個 性 あ ふ れ る 表 現 が 楽
し い 作 品 群 と な っ て い ま す。

東海村文化協会に所属し、公募展受賞
などで高い評価を得ている６人――塙
千恵子さん（洋画）、荒木敬子さん（日本
画）、木村白峰さん(書)、関雅山さん（書）、
村上廣美さん（写真）、塙貴子さん（工芸）
の作品展です。東海村の文化を担う作家
たちの多彩な表現をお楽しみください。

【
俳　

句
】

時
雨
路
を
夫
婦
で
巡
る
京
の
旅

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

稲
刈
り
の
日
毎
進
み
て
遠
筑
波

東　

海　

佐
藤　

と
よ

こ
の
頃
は
海
鳴
り
聞
こ
ゆ
盆
の
入
り

村　

松　

松
本　

正
勝

嵐
去
り
青
空
の
下
秋
あ
か
ね

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

あ
ざ
や
か
に
息
づ
い
て
お
り
朝
紅
葉

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

菜
を
間
引
く
老
女
の
尻
に
夕
日
射
し

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

庭
仕
事
終
え
て
飾
り
し
秋
草
や

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

十
三
夜
虫
の
音
聞
き
つ
旨
い
酒

外　

宿　

西
山　

純
一

通
院
の
道
は
変
わ
れ
り
秋
深
む

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

敬
老
の
お
祝
い
に
と
よ
花
の
籠

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

フ
ァ
ン
ト
ム
の
低
空
飛
行
い
わ
し
雲

豊　

白　

小
林　

久
男

雲
あ
か
く
芋
掘
る
夕
べ
霜
近
し

船　

場　

畑　
　

耕
太

【
短　

歌
】

悲
し
み
を
超
え
よ
と
言
え
ず
被
災
者
へ
励

み
の
言
葉
わ
れ
に
あ
ら
ず
や

村　

松　

高
橋　

正
弘

冬
瓜
と
ゴ
ー
ヤ
の
花
は
相
似
形
炎
暑
の
さ

な
か
ま
っ
黄
の
花
咲
く

外　

宿　

小
林
美
代
子

あ
き
び
よ
り
協
力
者
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域

ま
つ
り
は
千
客
万
来照　

沼　

佐
藤　
　

昇

縁
浅
き
納
骨
終
え
し
月
の
夜
母
子
で
久
し

く
想
い
を
語
る　

内　

宿　

村
上　

文
江

家
近
き
校
庭
に
咲
く
木
犀
の
香
り
を
の
せ

て
秋
風
ぞ
吹
く　

船　

場　

舛
井
庫
之
助

秋
時
雨
ぬ
れ
し
コ
ス
モ
ス
そ
の
ま
ま
に
す

ぎ
ゆ
く
あ
と
に
残
る
寂
し
さ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

静
か
な
夜
秋
の
月
で
て
虫
す
だ
く
亡
き
人

偲
び
し
ば
し
眠
れ
ず南　

台　

根
本
内
俊
男

庭
先
の
柿
の
実
た
わ
わ
夕
日
浴
び
輝
き
な

が
ら
秋
深
み
ゆ
く

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

夕
方
の
風
入
り
く
る
居
間
に
ゐ
て
矢
車
は

つ
か
の
花
匂
ひ
く
る村　

松　

桜
井　

秀
子
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暮
ら
し

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年 10 月１日現在（前月比）
世帯数 14,432 世帯 （＋ 17）
総人口 37,813 人　 （＋ 30）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●11月の納付●

納期限 11月30日（水）

納付
種別

固定資産税（第３期分）
国民健康保険税（第５期分）
後期高齢者医療保険料（第５期分）
圷土地改良区経常賦課金（後期分）

●11月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

13日（日）茨城東病院 282-1151
20日（日）村立東海病院 282-2188
23日（水）石井整形外科クリニック 270-5141
27日（日）武藤小児クリニック 282-7722
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

11
月
９
日
～
15
日
は｢

秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
週
間
」で
す

消
し
た
は
ず 
決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
▼

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
②
ス

ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
③
ガ
ス
こ
ん

ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。
④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。
⑤
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。
⑥
火

災
を
小
さ
い
う
ち
に

消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。
⑦
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣

「
み
ど
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催

　

村
で
は
、
み
ど
り
の
保
全
と
活
用
に
つ

い
て
考
え
る｢

み
ど
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
19
日（
土
） 

午
後
２
時
か
ら

場
所
▼
原
子
力
視
察
研

修
室（
役
場
行
政
棟
５
階
）

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方

内
容
▼
▽
東
海
村
の
み
ど
り
の
お
さ
ら
い

▽
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク

参
加
費
▼
無
料

都
市
政
策
課
緑
化
推
進
担
当（
内
線

１
２
４
３
）

　

土
壌
消
毒
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土

壌
薫
蒸
薬
剤（
テ
ロ
ン
、
ド
ロ
ク
ロ
ー
ル

等
）の
空
き
缶
を
回
収
し
ま
す
。

日
時
▼
11
月
28
日（
月
） 

午
前
９
時
～
正
午

場
所
▼
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
東
海
支
店

費
用
▼
１
０
０
円
／
缶（
当
日
現
金
で
徴
収
）

搬
入
条
件
▼
①
缶
の
中
を
乾
燥
さ
せ
て
臭

気
を
な
く
す
。
②
缶
の
上
部
と
底
部
に

直
径
10
㎝
以
上
の
穴
を
開
け
る（
当
日

会
場
に
穴
を
開
け
る
道
具
を
用
意
し
ま

す
）。
※
搬
入
条
件
が
守
ら
れ
な
い
場

合
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
な
か
東
海
配
送
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
０
２
０
３
）

土
壌
薫
蒸
薬
剤
の
空
き
缶
を
回
収
し
ま
す

11
月
25
日
～
12
月
１
日
は｢

犯
罪

被
害
者
週
間
」で
す

　
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」は
、
当
該
期
間
に

啓
発
事
業
等
の
実
施
を
通
じ
て
、
犯
罪
被

害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被

害
者
等
の
名
誉
ま
た
は
生
活
の
平
穏
へ
の
配

慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

被
害
を
受
け
た
方
は
、１
人
で
悩
ま
な
い
で
、

警
察
等
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
▼
▽
警
察
安
全
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー（
☎
301
局
９
１
１
０
）▽
性
犯

罪
被
害
相
談「
勇
気
の
電
話
」（
☎
301
局

０
２
７
８
）▽
ち
か
ん
等
被
害
相
談
所

（
☎
221
局
２
７
１
４
）

茨
城
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
支
援
室

（
☎
301
局
０
１
１
０
）、
ひ
た
ち
な
か
西

警
察
署（
☎
272
局
０
１
１
０
）

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

消
防
本
部
予
防
担
当（
☎
282
局
２
０
３
８
）

火
の
用
心
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期
日
▼
11
月
26
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
80
人

演
題
▼「
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
～
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」

講
師
▼
川
井
伸
さ
ん（
村
立
東
海
病
院
医
師
）

入
場
料
▼
無
料

・

11
月
22
日（
火
）ま
で
に
、
保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

健
康･

医
療

　

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
小
児
ま
ひ
に
対

す
る
免
疫
を
つ
く
る
も
の
で
、
２
回
の
投

与
が
必
要
で
す
。

期
日
▼
11
月
30
日（
水
）、
12
月
１
日（
木
）

※
い
ず
れ
か
の
期
日
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
合
計
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
済

ん
で
い
な
い
生
後
３
か
月
か
ら
７
歳
６

か
月
未
満
の
乳
幼
児
等（
投
与
の
間
隔

を
41
日
間
以
上
空
け
る
こ
と
）

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

を
受
け
ま
し
ょ
う

　

ク
ー
ル
ア
ー
ス
い
ば
ら
き
で
は
、
家
庭

に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
削
減
と
節
電
の
た

め
、｢

う
ち
エ
コ
診
断
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
所
定
の
研
修
を
修
了
し
た“
う
ち

エ
コ
診
断
員
”が
、
家
庭
の
二
酸
化
炭
素

排
出
状
況
等
に
つ
い
て
無
料
で
診
断
を
行

い
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
省
二
酸
化
炭
素

･

省
エ
ネ
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

・

12
月
22
日（
木
）ま
で
に
、
ク
ー
ル

ア
ー
ス
い
ば
ら
き（
☎
248
局
７
４
３
１
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※
詳
し
く
は
、

ク
ー
ル
ア
ー
ス
い
ば
ら
き
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://business2.plala.or.jp/
ibakobo/senta/sindan/sindan.
htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
う
ち
エ
コ
診
断
」を
実
施

福
祉

「
家
族
交
流
会
」を
開
催

　

家
族
に
心
の
病
気
を
持
つ
方
が
い
る
村

内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
日
頃
抱
え
て
い

る
不
安
や
悩
み
の
相
談
や
意
見
交
換
を
行

う「
家
族
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
11
月
18
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

期
日
▼
11
月
21
日（
月
）･

24
日（
木
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
水
戸
友
の
家（
船
場
６
４
８
‐
２
）

内
容
▼
11
月
21
日
…
家
計
簿
の
あ
る
生

活
、
鍋
帽
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

11
月
24
日
…
予
算
の
あ
る
家
計
簿
を
付

け
る
た
め
に
わ
が
家
の
予
算
を
立
て
て

み
ま
し
ょ
う

受
講
料
▼
４
０
０
円
／
回（
資
料
代
）

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
３
０
０

円
／
人
）が
あ
り
ま
す
。

・

乳に
ゅ
う
い井
千
世
子
さ
ん（
☎
282
局
７
０
１
１
）

水
戸
友
の
会･

家
事
家
計
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、「
頼
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
12
月
６
日（
火
）･

13
日（
火
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方

定
員
▼
20
人

内
容
▼
花
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
、
お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す
。

受
講
料
▼
３
０
０
０
円
／
人（
材
料
費
）

そ
の
他
▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

・

11
月
22
日（
火
）ま
で
に
、
東
海
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
頼
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
講
座
」を
開
催

期
日
▼
12
月
２
日（
金
）

時
間
▼
午
後
６
時
か
ら

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
先
着
７
５
０
人

内
容
▼
①
東
海
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

者
報
告　

②
講
演 
演
題
…「
震
災
の
思
い

を
語
る･

復
興
を
語
る･
未
来
を
語
る
」　

講

「
東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
予
診

票
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※
転
入
等
で
予

診
票
が
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

師
…
長
島
忠た

だ
よ
し美
さ
ん

（
衆
議
院
議
員
、
元
山

古
志
村
長･

新
潟
県
）

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）が
あ
り
ま
す
の
で
、11
月
22
日（
火
）

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
10

人
）。
▽
障
が
い
者
優
先
席
や
手
話
通

訳･

要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

東
海
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

育
児
講
話「
聞
く
だ
け
で
楽
し
く

な
る
孫
育
て
」を
開
催

期
日
▼
11
月
21
日（
月
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分 

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
祖
父
母
の
方

定
員
▼
先
着
30
人

講
師
▼
服
部
智
子
さ
ん（
児
童
セ
ン
タ
ー
長
）

期
日
▼
12
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
２
月
24

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全
10
回
）※
12

月
23
日･

30
日
、
平
成
24
年
１
月
６
日

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」を
開
催

【
２
０
１
２
東
海
村
成
人
の
集
い
】

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
東
海
村
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
11
月
下
旬
ま
で

に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
学
校

や
仕
事
の
都
合
等
で
、
現
在
東
海
村
に
住

民
登
録
が
な
い
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
２
０
１
２
東
海
村
成
人
の
集
い
」

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

県
の
合
唱
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
少
年

少
女
合
唱
団
が
集
う「
茨
城
県
少
年
少
女

合
唱
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
11
月
27
日（
日
）

時
間
▼
午
後
０
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

社
会
教
育
課
文
化･
ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当（
内
線
１
４
２
３
）

「
茨
城
県
少
年
少
女
合
唱
祭
」を
開
催

子
育
て

期
日
▼
12
月
10
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

定
員
▼
先
着
１
５
０
人

内
容
▼
①
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
活
動

報
告 

「
５
年
間
の
振
り
返
り
か
ら
新
た

な
歩
み
に
向
け
て
～
東
日
本
大
震
災
体

験
を
契
機
と
し
て
～
」　

②
講
演 
演
題

…「
大
震
災
の
後
に
改
め
て
考
え
る
小

地
域
活
動
が
紡
ぐ
絆
」　

講
師
…
山
崎

美
貴
子
さ
ん（
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
）

入
場
料
▼
無
料

・

12
月
２
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　

村
内
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
公
演

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
27
日（
日
）

時
間
▼
午
後
３
時
開
演

場
所
▼
水
戸
芸
術
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

Ａ
Ｔ
Ｍ（
水
戸
市
五
軒
町
１
‐
６
‐
８
）

入
場
料
▼
２
０
０
０
円
／
人（
全
席
自
由
）

水
戸
芸
術
館
チ
ケ
ッ
ト
予
約
セ
ン
タ
ー

（
☎
231
局
８
０
０
０
）

「
小
川
瞳
ピ
ア
ノ･

リ
サ
イ
タ
ル
」

を
開
催

募 集

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」会
員

募
集

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
日
▼
毎
週
木
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

会
費
▼
５
０
０
円
／
回

・

中
根
久
美
子
さ
ん（
☎
283
局
１
４
８
５
）

を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方（
65
歳
以
上
の
方

優
先
）

定
員
▼
先
着
30
人

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
人（
初
回
に
徴
収
）

・

11
月
14
日（
月
）か
ら
25
日（
金
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分（
午
前
９

時
受
け
付
け
開
始
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

【
新
成
人
へ
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
】

　

家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
れ
か

ら
ひ
と
り
の
社
会
人
と
し
て
旅
立
つ
新
成

人
へ
、
心
温
ま
る
祝
福
や
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

12
月
９
日（
金
）ま
で
に
、
村
内
公
共
施
設

備
え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用

紙
に
①
メ
ッ
セ
ー
ジ（
自
由
形
式
で
２
０
０

字
以
内
）②
住
所
③
氏
名
④
式
典
で
の
氏

名
読
み
上
げ
可
否
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号

―
―
を
記
入
の
上
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方

法
で
、
社
会
教
育
課（
役
場
行
政
棟
４
階 

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１ 

282
局
７
９
４
４ 

syakaikyouiku@
vill.tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
▽
応
募
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

式
典
当
日
に
発
表
し
ま
す（
匿
名
可
）。
▽

「
２
０
１
２
東
海
村
成
人
の
集
い
」に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
の
も
の
は

発
表
を
控
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【

】

　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
担
当（
内
線

１
４
２
５
）

入
場
料
▼
無
料

・

11
月
14
日（
月
）以
降
に
、
児
童
セ

ン
タ
ー（
☎
306
局
１
０
１
７
）へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

● 19



「
東
海
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
」に
係
る
立
候
補

予
定
者
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う「
東
海
村
議
会
議
員

一
般
選
挙
」を
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）に

行
い
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立

候
補
の
届
け
出
や
選
挙
運
動
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
方
、
出
納
責
任
者
に

な
る
予
定
の
方
は
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
12
月
15
日（
木
）

時
間
▼
立
候
補
予
定
者
説
明
会
…
午
前
９

時
30
分
か
ら　

出
納
責
任
者
予
定
者
説

明
会
…
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
▼
原
子
力
視
察
研
修
室（
役
場
行
政

棟
５
階
）

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内 

内
線
１
３
１
３
）

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム「
地
域
力

と
防
災
力
を
高
め
よ
う
！
」を
開
催

　

一
般
社
団
法
人
東
海
村
自
治
会
連
合
会

と
村
と
の
共
催
で
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を

機
に
、
こ
れ
か
ら
の
住
民
自
治
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

期
日
▼
11
月
25
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
４
時
40
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

内
容
▼
①
講
演 

演
題
…「
ど
う
進
め
る
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ･

ア
ク
シ
ョ
ン
～
雇
用
の

分
野
を
中
心
に
～
」　

講
師
…
鹿
嶋
敬

さ
ん（
実
践
女
子
大
学
教
授
）　

②
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
マ
…「
男

女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
の
震
災
復
興

と
新
た
な
地
域
づ
く
り
」

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す（
先
着
10
人
）。
▽
手
話
通
訳
が

あ
り
ま
す
。

・

茨
城
県
女
性
青
少
年
課（
☎
301
局

２
１
７
８
）

「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

い
ば
ら
き
」を
開
催

そ
の
他

期
日
▼
12
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
２
月
３

日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全
７
回
）※
12

月
23
日･

30
日
、
平
成
24
年
１
月
６
日

を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を
含

む
）ま
た
は
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
会

員
で
18
歳
以
上
の
方

定
員
▼
先
着
20
人

内
容
▼「
ヨ
ガ
」の
ポ
ー
ズ
や
呼
吸
法
に
体

「
ボ
デ
ィ
ケ
ア
教
室（
ヨ
ガ
ラ
テ
ィ
ス
編
）」

を
開
催

　

国
内
外
で
豊
富
な
公
演
実
績
を
持
つ“
オ

ペ
ラ
シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
”に
よ
る
舞

台
芸
術
を
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
平
成
24
年
２
月
25
日（
土
）

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
一
般（
高
校
生
以
上
）…
１
０
０
０

円
／
人　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円
／

人（
全
席
指
定
）※
未
就
学
児
の
入
場
は

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円
／

人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
平
成
24
年
２
月

18
日（
土
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

11
月
26
日（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
、

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

窓
口
で
入
場
券
を
発
売
し
ま
す
。
残
券

が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
同
日･

午
後
１
時

か
ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

か
ぞ
く
で
楽
し
む
芸
術
鑑
賞
会･

オ
ペ
ラ「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」を
開
催

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
11
月
20
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

定
員
▼
２
０
０
人

内
容
▼
先
進
自
治
会
の
事
例
発
表（
日
立

市･

日
高
学
区
市
民
自
治
会
、
龍
ケ
崎

市･

浅
間
ケ
浦
自
主
防
災
会
）

入
場
料
▼
無
料

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線

１
２
７
２
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

　

村
で
は“
ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動
”を
始
め
て
８

年
が
た
ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
変

わ
っ
て
き
た
の
か
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
る

影
響
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
11
月
19
日（
土
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館

内
容
▼
①
親
子
で
考
え
る
標
語
表
彰
式　

②
講
演 

▽「
ノ
ー
テ
レ
ビ
運
動
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と･

分
か
っ
た
こ
と
」（
遠
藤
宏

美
さ
ん･

宮
崎
大
学
特
任
助
教
）▽「
ノ
ー

テ
レ
ビ
運
動
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

（
門
脇
厚
司
さ
ん･

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

入
場
料
▼
無
料

東
海
村
青
少
年
宣
言
推
進
委
員
会（
青

少
年
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
７
０
４
９
）

「
東
海
村
青
少
年
宣
言
推
進
大
会
」

を
開
催

幹
を
鍛
え
る「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」を
融
合
し

た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

講
師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
コ
ン

デ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

参
加
費
▼
一
般
…
７
０
０
０
円
／
人　

会

員
…
３
５
０
０
円
／
人

11
月
15
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）ま
で

（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育

館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合

体
育
館
内 

☎
297
局
４
３
７
０
）
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と
な
り
の
ま
ち
か
ら

水
戸
市
●
水
戸
市
産
業
祭

期
日
▼
11
月
19
日（
土
）･

20
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
11
月
20

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
▼
水
戸
市
総
合
運
動
公
園（
水
戸
市

見
川
町
２
２
５
６
）

内
容
▼
商
工
部
門
…
水
戸
の
地
場
産
業

展
、
ふ
る
さ
と
の
菓
子
ま
つ
り
等　

農

業
部
門
…
農
産
物
の
共
進
会
、
農
業
機

械
の
展
示･

販
売
等

水
戸
市
商
工
課（
☎
226
局
２
３
５
１
）　

水
戸
市
農
政
課（
☎
226
局
２
３
５
６
）

「
茨
城
県
最
低
賃
金
」を
改
定

　

茨
城
労
働
局
で
は
、「
茨
城
県
最
低
賃

金（
地
域
別
最
低
賃
金
）」を
改
定
し
ま
し

た
。
10
月
８
日
か
ら
県
内
の
全
産
業･

全

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
額
▼
時
間
額
６
９
２
円（
昨
年

度
よ
り
２
円
引
き
上
げ
）

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
☎

224
局
６
２
１
６
）

募 集

照
沼
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

職
種
▼
放
課
後
に
照
沼
小
学
校
児
童
の
保

護･

育
成
に
従
事
す
る
指
導
員

募
集
人
員
▼
若
干
名

雇
用
要
件
▼
▽
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
▽

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
を
養
成
す
る

学
校
を
卒
業
し
た
▽
保
育
士･

社
会
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る
▽
幼
稚
園･

小

中
学
校
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
―
―

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
な
ど

勤
務
日
時
▼
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
と

第
１
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
、
午
後

２
時
30
分
～
６
時
30
分（
夏
休
み
等
の

期
間
は
午
前
８
時
か
ら
）

勤
務
場
所
▼
照
沼
区
自
治
集
会
所

照
沼
学
童
ク
ラ
ブ（
☎
０
９
０
‐
７
２
８
０

‐
４
１
０
３
）

「
若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

就
職
活
動
準
備
期
を
迎
え
る
、
高
校
１･

２
年
生
や
大
学
１
・
２
年
生
と
そ
の
保
護
者

の
方
を
対
象
に
、
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

期
日
▼
12
月
３
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

定
員
▼
先
着
30
人

演
題
▼｢

今
な
ら
間
に
合
う
、
親
子
で
始
め

る
就
活
～
学
校
だ
け
で
は
無
理
！
誰
も
教

え
て
く
れ
な
い
就
職
活
動
の
ウ
ラ
話
～
」

講
師
▼
塩
井
比
呂
志
さ
ん（
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

・

自
治
推
進
課
村
民
相
談
室（
内
線

１
２
７
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

企
業
が
社
員
採
用
に
関
し
て
特
に
重
視

し
て
い
る“
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
”や

“
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
”な
ど
の
就
職
に
必
要
な

基
礎
能
力
を
、
講
義
や
体
験
を
通
じ
て
身

に
付
け
る
６
日
間
の
短
期
集
中
講
座
で
す
。

期
間
▼
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）か
ら
18

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
就
職
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」を
開
催

　

調
停
は
、
話
し
合
い
で
紛
争
な
ど
の
円

満
な
解
決
を
図
る
手
続
き
で
す
。

期
日
▼
11
月
20
日（
日
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田（
ひ
た
ち
な

か
市
東
石
川
１
２
７
９
）

内
容
▼
土
地･

家
屋
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
、

相
続
、
交
通
事
故
等
に
関
す
る
困
り
事

の
相
談 

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
民
事･

家
事
調
停
委
員
に
よ
る

調
停
相
談
会
」を
開
催

「
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　

再
就
職
や
起
業
、
地
域
活
動
な
ど
に
お

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
、
人
を
も
て
な
す
気
持

ち
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
▼
11
月
29
日（
火
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時

場
所
▼
女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援

室（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
４
１
）

定
員
▼
先
着
30
人

演
題
▼｢

自
分
を
魅
せ
る
お
も
て
な
し
～

こ
こ
ろ
豊
か
な
関
係
を
築
く
！
～
」

講
師
▼
先
崎
キ
ヨ
子
さ
ん（
テ
ィ
ー
エ
キ

ス
パ
ー
ト
協
会
会
長
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
車
で
ご
来
場
の
際
は
、
無
料
利

用
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
三
の
丸
庁

舎（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
５
‐
３
８
）の

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・

女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室

（
☎
233
局
３
９
８
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
い
ば
ら
き
就
職･

生
活
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
７
‐
４
１
）

対
象
▼
お
お
む
ね
40
歳
未
満
で
求
職
中
の

方（
学
生
を
除
く
）

定
員
▼
先
着
20
人

受
講
料
▼
無
料

・

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス（
☎

212
局
３
３
０
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
※
詳
し
く
は
、「
就
職
力
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.pref.ibaraki.jp/bukyoku/

syoukou/rosei/h23stepup/index.
htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

費
用
▼
無
料

水
戸
調
停
協
会（
水
戸
地
方･

家
庭
裁
判

所
内 

☎
224
局
８
２
７
０
）※
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
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私
が
主
人
の
転
勤
で
東
海
村
に
引
っ

越
し
て
き
た
の
は
２
年
半
前
の
こ
と
で

す
。
知
り
合
い
も
友
達
も
い
な
い
東
海

村
で
、
当
時
妊
娠
中
だ
っ
た
私
は
、
主

人
が
会
社
に
行
っ
て
い
る
間
、
１
人
で

過
ご
す
毎
日
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

態
で
育
児
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

里

帰
り
を
し
、
娘
の
璃り

お音（
２
歳
）を
出
産

後
、
そ
ん
な
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
東
海

村
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
妊

婦
教
室
と
乳
幼
児
健
診
で
知
り
合
っ
た

マ
マ
友
達
と
長
堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
に
行

き
、
た
く
さ
ん
の
マ
マ
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
で
は
先

生
方
が
い
つ
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ

り
、
帰
り
に
は「
ま
た
来
て
ね
！
」と
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
４
月
か
ら

は
サ
ー
ク
ル
に
も
参
加
し
、
璃
音
も
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
、“
孤
育

て
”に
な
ら
ず
に
娘
と
楽
し
く
過
ご
せ
て

い
る
の
は
、恵
ま
れ
た
環
境
の
お
か
げ
と
、

マ
マ
友
達
や
東
海
村
の
先
生
方
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

璃
音
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
元
気
で
、

泣
き
声
も
大
き
く
、
手
足
の
動
き
も
活

発
で
し
た
。
今
は
自
己
主
張
が
激
し
い

時
期
に
な
り
、
買
い
物
を
す
る
に
も
車

に
乗
る
に
も「
イ
ヤ
イ
ヤ
」と
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
洗
濯
物
を
カ
ゴ
か
ら
出

し
て
畳
も
う
と
し
た
り
、
食
器
を「
は

い
、
マ
ー
マ
！
」と
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

台
所
へ
下
げ
て
く
れ
た
り
す
る
姿
に
は

心
の
成
長
を
感
じ
て
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
育
児
は
、
友
達
か
ら
聞
い
て
想
像

し
て
い
た
以
上
に
喜
び
も
大
変
な
こ
と

も
多
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私
の
都

合
で
叱
っ
て
し
ま
い
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

人
間
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
よ
く
思
い
出
す
の
は「
い
い
マ
マ
よ

り
も
幸
せ
な
マ
マ
に
」と
い
う
育
児
の
講

話
で
聞
い
た
言
葉
で
す
。
気
付
か
な
い

う
ち
に“
い
い
マ
マ
”に
な
ら
な
け
れ
ば
と

思
い
込
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

璃
音
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
付
け
て
き

た
育
児
日
記
は
３
冊
目
―
―“
初
め
て
エ

ビ
を
食
べ
た
”“
初
め
て
風
邪
を
ひ
い
た
”

“「
パ
パ
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」と
言
え
る

よ
う
に
な
っ
た
”な
ど
、
そ
の
日
の
出
来

事
を
走
り
書
き
の
よ
う
に
書
い
た
だ
け

で
す
が
、読
み
返
す
と
面
白
い
も
の
で
す
。

時
々
書
く
の
が
面
倒
に
な
り
ま
す
が
、
１

歳
の
誕
生
日
ま
で
は
、
２
歳
の
誕
生
日

ま
で
は
…
と
何
と
か
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
の
目
標
は
３
歳
の
誕
生
日
ま
で
続
け

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
大
き
く

な
っ
た
璃
音
に
読
ん
で
あ
げ
た
い
で
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

荒あ

ら

い井

祐ゆ

う

こ子
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夢は…。“薬の開発”
舟石川小学校６年●藤

ふ じ い

井絢
あ や な

菜
　私は将来、薬を開発する仕事がしたいです。
　私には、幼稚園に通っている弟がいます。弟は、ア
トピー性皮膚炎という病気です。この病気は、体に合
わない服を着たり、汗をかいたりすると、その部分が
赤くなって、かゆくなります。弟がお風呂から出てく
ると、お母さんは、弟に、いろいろな薬を塗ったり、
飲ませたりして、とても大変そうだなと思います。
　まだ、完全に治る薬がないそうなので、私が作って
治してあげたいです。だから、薬の開発をする仕事に
就きたいと思いました。
　そして、その他にも、いろいろな病気を治す薬を開
発して、病気に苦しんでいる人たちを助けてあげたい
と思います。
　みんなが元気に、そして幸せになれるように頑張り
ます。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-128

ちびっこ
美術館

●
ちゃん物

も の い

井姫
ひ め あ

愛
公園

保育園の散歩で公園に行ったとき
の様子を描いてくれた姫愛ちゃん

（５歳）。「お部屋よりお外で遊ぶほ
うが好き！」という姫愛ちゃんは、
お散歩も、幼稚園の遊具で遊ぶのも
毎日楽しみにしているそうです。

百　塚
保育所


